
23.印 刷 機

PR】NTING PRESS

昭和34年度は芥種高速多色輪転機を多

数製作して,印刷 卯に飛躍的 しを

･
‥

たが,昭和35年度も引続き口ぶ傑作所独

特の高性能機を多く市場に り川したしJ

大形グラビヤ輪転機としてほ人口本印

刷株式会社納のB列全判8色機が特筆す

べきもので各部に斬新な機構をもち,世

界的水準を行く高性能機である.二,セロフ

7ソ印刷用の′ト形ダラビヤ輪転機におい

ては従来の2 刷印の倍 此すを度

チェックピュアを完成し,印刷能率を楕

段と向上させた.-､各種輪転機に他用する

枚柴排紙機として,パイルデリノミリカ式

の高速機を製作した(-)本機はトランスフ

7シリンダを用いた毒虫特の機構であって

能率向上に大いに役だっている､_′

オフセット輪転機としてほB全4色機

2台を製作し,大日本印刷株式会社およ

び共同印刷株式会社に納入した｡本機ほ

装毘,水装置などに多くの改良が施

され,現在 水｣[司
放るけお㈲カわ

くオフセット輪転機である｡

23.1グラビヤ輪転機

版の腐食深度を連続的に変化させるこ

とによって,インキの量を加減すること

のできる凹版を用いるダラビヤ印刷は,

色の濃淡や調子をなめらかに変えること

ができるので写真印刷に適し,色調が豊

かで自然な天然色印刷物をうるために最

も広く採用されている印刷方式である｡

現rlミ本印刷ノブ式はセロフアン,アル

箔,ビニールあるいはポリエチレンフィ

ルムなどの包装用材料の印刷にも用いら
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れている｡

以~~卜に昭和35年度製作した代表的な多色刷ダラビヤ輪転機と特色

ある装置の二,三について紹介する｡

23.1.1B列全判横巷8色グラビヤ輪転模

本機は給紙機2fr,印刷ユニット8台,折機2台,枚柴排紙機1

台および原動装置2台より構成され,幅4･9m,高さ3･5m,長さ23nl

におよぶわが国歳大の規模の高速多色刷グラビヤ輪転機である｡

印刷紙ほ,11掛こ設けられた自動張力調整装置およひ71動紙継装

置を有する給紙機より立ち上り,2階床面のスリット部を通過して印

刷ユニットに導かれ,版胴回転数最高350rpmの速度で印刷された

のちにドラム形乾 装置を経て次々の印刷ユニットに送られる｡印

刷完了した紙~面ほ折磯を使用してB5×16貢に折侵まれ毎畔42,OnO

部排紙され,あるいは枚葉排紙機によって15,000部′/時の速度で排

紙される｡

令印刷ユニットほ逆転･-｣▲能の構造であるために紙の表裏面変換の

位置が種々に選べることと,給紙機,折機,原動装置がそれぞれ2

組あるので,分割運臆して同時に2台の輪転機として使用L′,まっ

たく異なった印刷物を別々の折機より排紙することができる｡

給紙機ほダンサローラとトルクモータを使用した自動張力調塗装

置およびスプレイ方式の自動紙継装置を有するストーソリール方式

であって,最大幅1,120mmの巻取舵を坂付けることができる｡フ

レームは強固な乱立H形構造であって,

って行われる｡巻板紙装

作ほすべて押ボタンによ

用リフタには空気圧と油圧の両者を併用

した二方式が用いられている｡

印刷ユニ､ソトほローラや乾燥装置などの配置が左右対称に作られ

ているので,アプリケ一夕とドクタの取付位置を交換することによ

-,て,正道いずれの回転も行える構造となっている｡インキソグほ

搾閉∩動雁協形のアプリケータ~方式であり,印刷圧の加圧ほ電動に

よる水冷バックアップローラ方式である｡マソサイドのフレーム外

側に設けられたダイヤル形表示盤沌こよって印圧をプリセットするこ

とができる｡

触媒装置ほ熱源に燕気を使用するドラム形を採用したので,

釦離も長く,かつ熱の伝遁耳ドラム

日華

面とそれに巻付く統の間で直
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接に行われるので, よく乾燥が行われる｡またドラムの外側に

は開閉式のフードが設けられていて,フード内面にはドラム面に対

して燕気を噴≠するノ がレズ 多く設けられているので,印刷紙面

よりのインキ溶剤蒸発ガスを分離して乾 能力をさらに向上させる

構造となっている｡｣印刷物によって変る版胴の径の変化や,ドラム

の熱膨脹に基づくドラム周速の 化の調整は,令ユニットごとに設

けられたドラム駆動P.Ⅰ.Ⅴによって微細に行うことができる｡

香印刷ユニット間にほ,見当調整のためのコンペソセータローラ

装置があり 子管式l'l動見き【1慎合装置と連結して運転できる構造と

なっている｡

折機ほ三角板,折胴,排紙装置などより柄成されている.ノ三川板

の紙の接触する周 郡にほ,圧縮空気によるエアク､ソションを施し

てあるので紙の流れが円滑であり,インキの汚れなどを発′t三するこ

とがない｡折胴,排紙装岡はいずれも完仝なノミランスとタイミソグ

をとってあるので高速 においても｣静粛であり,抑lヰミ､ト法も~l巨

確でl~l】附な排紙が行われる.,

枚柴排紙機にほわが国で始めて製作された長巻輪転機用チェー

ソ式パイルデリベリ方式を採用した｡木機はカッティソグッリンダ

部,コレクトシリンダ部,トランスファシリンダ部グリッバーチエ

ーソ部およびパイルデリバリ部より構成され,印刷完了した印刷紙

ほ所定の寸法の枚某紙湛切断され,5杖ずつ められチェーンの爪

にくわえられてデリバリ部に排紙される(〕排紙能力および潰載能力

が大きいこととその取扱いが搾易であるため,従来のフライー㌣武枚

葉排紙機に比して櫓段の高性能機である｡

全体にわたって主要軸受部,南中 ほすべて単独の日動循環給油

装置が設けられており,完全増慄ギヤボックスと相まって保守ほき

わめて容易である｡

安全カバーや 的機械的な各位安全装置が完全に設けられ,各

種シグナル表示灯やベル,ブザー,インターホーンも完備している

ので,主操作はすべて抑ボタンによる遠隔操作によって安全,容易

かつ迅速に行うことができる｡

23.l.2 チェーン/くイルデリバリ式改案排紙機について

枚葉排紙機とほ印刷完了した連続紙を所定の､｣一法に切断して排紙

するもので,各種輪転機に用いられる｡ことにダラビヤ輪転機は,

その構造上版は版胴表面にi~自二接製版されるので版胴径を変えること

により種々の印刷寸法の印刷を行うことができる1｣L■たがってその

排紙方式としては,切断寸法の可変である杖葉排紙機が設けられる

ことが多い｡

従 の枚柴排紙機は排紙装置にあおり棒を用いて整紙台上に排紙

するプノ式が多く用いられている｡この方式i･ま排紙する際に空気の抵

抗な受け,排紙したのちの紙のそろいが悪い｡また喀紙台が固定であ

るため多量の印刷紙を横磯することができないので,統収り操作

がひん繁になるなどの即氾1

i=ili

噸細聞用〓ノ

に度 あが界娘 り,現在ほ200枚/

る(-,最近ほインキ,鹿燥装置などの進歩によ

化 されてきている(｡これに対し枚葉排紙

枚の速度を向I二させて,作業能摩の増大せ計るために設計製作され

たのがチエ-ソパイルデリ/ミリ式枚葵排紙機である｡

本機の完成により現7L三まで木可能だった250枚ノ･′min

が~‖J能となった-J本機は長さ現0～762mm,幅880mmの紙を排

紙することができる｡排紙機構はまったく新しい構想に基いたもの

で,切断された印刷紙はコレクトシリンダからトランスファシリ

ソダに受渡され,さらに-･定低 動するチェーソに取イ､=す

られた爪に受渡して紙を整紙育I二に移送して排紙する｡トランスフ

ァシリンダほ句二に周速の異なるコレクトシリンダとチェーソ爪に周

を合わすため不等 回転をする｡この変速機構ほディファレンシ

ヤルギヤとカムにより行われる｡塵紙台は紙の積扱量に応じて自動

的に囲~卜するパイルデリバリブイ式である｡紙は整紙台上まで削こ爪

にくわえられたまま確実にほこばれ,壁紙装置部にほバキュームホ

イールおよぴェアノズルを設けて排紙状態を良好ならしめている｡

さらに多色印刷で衷移りの恐れがある場斜こはすのこ取りが行なえ

るようすのこ取り装置を設備してあり,パイルデリバリとともに作

能率をきわめて良好なものとしている｡また印刷紙の排紙寸法を

変える場合ほハンドル操作により簡?】1に調整できる装置を設け作業

の簡易化を っている｡

23.2 オフセット輪転機

23.2.1 B列全判横巻両面2色オフセット輪転機

昭和34年度にilJl版印刷株式会社にB全2色機を増設し,両面4色

機として納入し,35年にほ大日本印刷株式会社に両面2色機を納め

両磯ともFl~F好調に稼動中である｡

本機ほ引続いて共同印刷株式会社に納入された2色機であり,機

械の大きさは長さ13mx幅6mx高さ4mで床下に40kW巻線形

三相 導電動機を備え,版胴回転数において常用250rpmで運転さ

れ,B5判8頁を毎時6(),000弧16頁を30,000部排紙する｡次下各

部の改良点について説明する｡

給紙機にはB全機として初めての,ガスによる白紙乾燥装置,共

壁紙面 じん装置を備え,巻取舵は幅

シ
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第3岡 チェーンパイルデリバリ式枚柴排紙機

1,085mm,直径1,000mmのものが3本

かレナられ,印刷紙は完全に調質,除じん

されて印刷ユニットに送られる()またダ

ンサローラと回転ベルトによる張力∩動

調整装荷を備えている｡

印刷ユニットほ,ダンピング装置の日

動逃がし製苗とrl動水循環装置を備え,

インキングの全ローラはすべて硬質銅メ

ッキをLてあるたど〕,従 のオフセット

輪転機に比して一段とすぐれた印刷を行

うことができる｡版胴およびゴムプラン

ケット胴の表面には硬 クロームメッキ

を行って,ダンピングの水によるさびの

発生を防止するようにしてある｡主要歯

車部分には油ポンプによる日動給油を行

う循環式としてあり,各部の調整部分に
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は目盛を設け操作を容易に行えるように

してある｡

折機は折胴を2組備えB5×8頁を排

紙する場合は2組の折胴を使用し一方ほ

操作側に,ほかの▲--･カは歯車側より折胴

の下を通って撼作側に り,二段に排紙

される｡またB5判16頁のときほ1机の

折胴をクラッチ操作により停止し,2仰

の三角板より流れてくる印刷紙を重ねて

1組の折胴に入れて排紙する-ト主要歯ヰ

および軸受部にほすべて強てl〆けl動統帥を

行っている｡

ユニットと第2ユ

ニットをそれぞれ8rpmにて芳一独運転が

できるように,第2ユニットに甲独駆動

装置を設け,版およびブランケットの洗

浄作 を容易にできるようにしてある｡

また紙通しのときほ16rpmで運転でき

微に

よ
｣
ノよる 動機は極数変換式として

あるから,速度の切換えができるので拙

作が非常に容易である｡

巻取紙用のリフクーは密閉油圧式で,上昇,~~卜降が1木のレバー

で容易に操作される｡各乾燥装荷の直後に設けられている水冷式の

冷却ローラへの給水にほ,てグネットバルブを使用し木機の運転,

停止と連動して行っている｡最終乾燥装置より折機の冷却セーラに

至る間の紙の出げられる部分にはすべてクッションバーを使用し印

刷紙の汚れを防止している｡

第43巻 第1号

昔-4図 B列全判別巻両面2色オフセット輪転機

安全某閏として替都にシャーピンをいれてあるほかに,乾燥装置

部分にはプロテクトリレーを設けてある｡また将

根付けることもできるように設計されている｡
,枚葉排紙機を

機ほ以上のように,各部にわたって和々の改良が施されており,

現在わが｢利こおいて最高の水準を誇るオフセット輪転機である｡

昭和35年度における日立製作所の社タト寄稿の成果(件数) (昭和34年11月～耶伯5年10月)
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